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 ９月９日、１０日の２日間にわたり、

鳥羽シーサイドホテル他において、第１

１回関東・東海・北陸ブロック会議が開

催された。開催県の三重県に加え、静岡

県、愛知県、富山県、石川県、福井県の

各県漁協青壮年部組織の構成員ならび

に事務局約６０名が参加した。この会議

は、関東・東海・北陸ブロック内の各県

漁協青壮年部組織が一堂に会し、情報交

換等を通じて交流・親睦を深めて組織間

の連携強化を図るとともに、今後の青壮

年部活動の活性化に資することを目的

としている。今回は、漁業士会が開催す

る関東・東海ブロック漁業士会研修会

（三重県農林水産部が事務局）と合同で

の開催となった。 

 冒頭、三重県漁青連の田中会長、三重

県漁連の中村専務理事、三重県農林水産 

 

 

 

 

 

部水産経営課の石井課長らのあいさつ

の後、三重県、静岡県、愛知県、富山県、

福井県、石川県の順で、各県漁青連の取

り組みについての報告が行われた。 

 その後、会場を移動して漁業士会と合

流し、研修会が行われた。研修会では、

水産庁増殖推進部研究指導課情報技術

企画官の上田勝彦氏による基調講演が

行われた。講演で上田氏は、「昔ながら

の食べ方を伝える“伝えるべき料理”、

新しい食べ方を伝える“伝えたい料理”

は、イベントや料理教室などで伝えられ

ている。しかし、これらに加え、日常的

に作ってみようと思える“伝えるための

料理”を考えていく必要がある。」など、

魚食の復権・普及について自論を展開し

た。 

 講演後、グループ討議が行われ、参加

者は漁業種類ごとに１班７～８名、全１

５班に分かれ、①どうしたら水産物を食

べてもらえると考えるか、②そのために

どんな活動をすべきか、③従前の活動で

効果のあったもの・なかったものについ

て話し合った。グループ討議では、各班

ごとに意見交換が積極的に行われ、最後

に上田氏の総括があり、閉会となった。 

 

 

 

 

本紙は三重漁連ホームページ（http://www.miegyoren.or.jp/）での閲覧を推奨します（PDFファイル）。 
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第 11回 関東・東海・北陸ブロック会議 

－9/9(火)鳥羽シーサイドホテルで－ 
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★浜に身近な話題をお届けする関係者向けミニ情報誌★ 

講演の様子 グループ討議の様子 
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 ２日目は、県外参加者を中心に、伊勢

神宮での特別参拝および、志州屋（みえ

ぎょれん販売(株)の直営店）の視察など

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ぜ 

全国漁船安全操業月間実行委員会で

は、平成２６年１０月の１ヶ月間にかけ

て、漁業者及び漁業関係者に対して効果

的な事故防止キャンペーンを実施。 

漁業・水産業団体の連携による漁船事

故防止に向けた取り組みを一層推進し

ていく必要があることから、「平成２６

年度全国漁船安全操業推進月間」を全国

一斉に展開する。主な取組内容は下記の

通り。 

 

 

 

 

 

 

  

近年の漁船の衝突海難の原因として

は、「見張り不十分」、「操業不適切」及

び「居眠り運転」といった人為的要因に

よるものが９割以上を占めていますの

で、より一層の安全対策を心がけてくだ

さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な予定】 

〇９月２２日（月） 

 お魚料理コンクール（津） 

 

全国漁船安全操業推進月間  

の実施（10/1～10/31） 

 

本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

[主な取組内容] 

①安全操業や AIS の有効性等に関する広報普及啓発 

②海難防止講習会の開催 

③ライフジャケット着用の徹底 

④ライフジャケットの点検・整備等に関する講習 等 

漁業士会研修会の様子 


